









学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  学童期における選手が抱える痛みと指導者の威圧的な言動（暴言、暴力）の関連   
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が有意に高かった（男子 1.47(1.19-1.81), 女子 1.42(1.10-1.84)）． 
（書式１８）課程博士 
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結論：指導者による威圧的な言動（暴言・暴力）は，スポーツ活動を行う子供の心理的ストレスを高め，筋緊
張の変化，スポーツ活動時の意欲，集中力の低下によって痛みの発症を高める可能性がある．暴力の有無にか
かわらず，暴言のみであったとしても心理ストレスや身体への影響が考えられ，痛みの有症率を高めることが
示唆された．男女別では，男子は指導者に従順になりやすい傾向があり暴言よりも暴力による影響を強く受け
やすい．一方で，女子は指導者の威圧的で独裁的な指導に敏感であり，暴言による指導の影響を強く受けるこ
とが示唆された． 
  
